
高砂市障害者通園費助成金交付要綱 

 （目的） 

第１条 この要綱は、次の各号のいずれかに該当する高砂市以外にある障害者施設に通っている

者またはその保護者に当該施設への通園に要する費用の一部を市が助成することにより、当該

通園者またはその保護者の負担の軽減を図り、もって障害者の社会参加の促進と福祉の増進を

図ることを目的とする。 

（１）高砂市障害者小規模通所援護事業補助金交付要綱の補助を受けている小規模作業所 

（２）障害者総合支援法に規定する障害福祉サービス（通所により月１５日以上利用した場合に

限る。） 

（３）障害者総合支援法に規定する地域活動支援センター（通所により月１５日以上利用した場

合に限る。） 

（対象者） 

第２条 この要綱により交付する助成金（以下「助成金」という。）の交付を受けることができる

者は、市内に住所を有する本市が援護する者で、前条に規定する施設に年間を通じ６箇月以上

通園した者（以下「通園者」という。）またはその保護者とする。 

２ 前項にかかわらず、他の法令等により交通費の助成がある障害者施設または通園者は助成の

対象としない。 

 （助成金の額） 

第３条 助成金の額は、通園者１人につき年額３６，０００円とする。 

 （助成金の交付申請） 

第４条 助成金の交付を受けようとする者は高砂市障害者通園費助成金交付申請書（様式第１号）

を市長に提出するものとする。 

 （助成金の交付決定） 

第５条 前条の申請書を受理したときは、速やかに申請内容を審査し、助成金の交付の可否を決

定し、高砂市障害者通園費助成金交付決定通知書（様式第２号）により当該申請者に通知する

ものとする。 

 （助成金の支給方法） 

第６条 助成金の交付の決定を受けた者は、２月末日までに当該年度の助成金を高砂市障害者通

園費助成金請求書（様式第３号）により市長に請求するものとする。 

２ 助成金は、前項の請求に基づき、３月末日までに本人または保護者に支給するものとする。 

 （交付決定の取り消し等）  

第７条 助成金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、助成金の交

付の決定を取り消すことができるものとする。 

（１） 第２条に規定する要件を欠くに至ったとき。 

（２） 偽りその他不正の手段により、助成金の交付を受けたとき。 

（３） その他市長が不適当と認めたとき。 

２ 前項の規定により助成金の交付の決定を取り消した場合において、既に助成金を交付してい

るときは、期限を指定してその返還を求めることができるものとする。 

 



 （補助） 

第８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定めるものとする。 

 

附  則 

１ この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 高砂市障害者（児）通園費助成金交付要綱は、平成２２年３月３１日をもって廃止する。 

   附  則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附  則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附  則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附  則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

   附  則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附  則 

この要綱は、令和３年５月１日から施行する。 

   附  則 

この要綱は、令和３年６月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、令和５年３月１日から施行する。 

 

 


